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企業情報システムを構築する際に，不特定多数の企業で利用されることを前提とする業務ソフト  

ウェア，あるいは，それを構成する部品を利用する場合，システムの提供者と利用者は，対象と  

する問題領域における業務とシステムに関する一般的な知識を参照しながら，構築中の特定の企  

業のシステムに対する理解の食い違いを解消していく必要がある．本研究で軋 このような一般  

的な知識のコンテンツとしてのシソーラスを提供する．本シソーラスは，業務上の基本的な概念  

を網羅的に収録し，これらの概念を，分類表と索引を用いて，システムの構成要素と素直に対応  

する形で体系化する．本論文では，約500語を収録する流通分野のシソーラスの事例を示す．  
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1．はじめに   

昨今の企業を取り巻く環境の急激な変化に，迅  

速に対応するためには，既存のソフトウェアを再利  

用することによって，企業情報システムを効率的に  

構築する必要がある．たとえば，ERP（Enterprise  

ResourcePlanning）パッケージによるシステムの  

構築では，既存のソフトウェアをカスタマイズし  

て，それを導入する企業の業務に適合させる．し  

かし，システムに対する要求が多様化する一方で，  

ERPパッケージが対応できる要求の範囲は限られ  

ている．そこで，より小さな単位での再利用，す  

なわち，購入依頼，受注登録，出荷指示など，個々  

の業務に対応するソフトウェア部品を組み合わせ  

て，システムを構築する技術が注目されている．た  

とえば，プログラミング言語Javaを用いて開発す  

る業務ソフトウェアのアーキテクチャであるEJB  

（EnterpriseJavaBeanS）に基づく部品が，市場に  

流通し始めている．さらに，従来のシステムは，ひ  

とつの企業内に閉じた形で導入されることが多かっ  

たが，インターネット経由で業務ソフトウェアを貸  

し出すASP（ApplicationServiceProvider）では，  

複数の企業が同一の業務ソフトウェアを利用する．   

業務ソフトウェア，あるいは，それを構成する部  

品を，不特定多数の企業で利用する動きは，システ  

ムの構築に関わる人々，すなわち，システムの提供  

者と利用者の間のコミュニケーションの在り方にも，  

影響を及ぼす．特定の企業による利用を前提とする  

ソフトウェアの場合には，開発に先立って，当該企  
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業の利用者の要求を正確に把捜することが重要で  

あった．しかし，不特定多数の企業による利用を前  

提とするソフトウェアの場合には，一応，開発が終  

わっている段階で，ある特定の企業の業務に適合さ  

せるためのカスタマイズや，当該企業の利用者の教  

育のために，コミュニケーションが行われる．した  

がって，擾供者と利用者が，当該問題領域における  

業務とシステムに関する一般的な知識を参照しなが  

ら，構築中の特定の企業のシステムに対する理解の  

食い違いを解消することが，特に重要になる．ここ  

で参照される一般的な知識とは，当該問題領域にお  

ける基本的な概念の体系である．これらの概念は，  

複数の異なる企業やシステムに共通して認められ，  

かつ，時間の経過に伴う変化が小さいものである．   

本研究では，このような鵬般的な知識のコンテ  

ンツとして，システムの構築に関わる人々の間のコ  

ミュニケーションを支援する辞書を作成している．  

本論文では，本辞書の基本的な考え方と形式を説明  

した後に，流通分野におけるコンテンツの事例を提  

示する．さらに，関連する技術に言及しながら，本  

辞審の有効性について考察する．  

2．コミュニケーションの基盤としてのシソーラス   

言語学者Sau5Sureによれば，言語によるコミュ  

ニケーションは，語（記号：Signe）の両面である概  

念（表意されるもの：Signi鮎）と表現（表意するも  

の：Signi点ant）の悉意的な結合規則の体系を前提と  

する8）．このような体系を定義するものが，辞書で  

ある．辞書の一形態であるシソーラスは，語を意味  

に基づいて分類し，各語について，同義関係，階層  

関係，従属関係などを記述する．たとえば，Roget  

によるア九eβ肌mβ0′飢タJね九Ⅳ0摘β凸mdアか那eβ6）  

や，国立国語研究所による『分類語柔表』3）などが  

ある．本研究における辞書は，語を意味に基づいて  

分類し，各語について，関連する語を列挙している  

点で，シソーラスの〟種であるといえる．なお，情  

報検索のための統制言語の用語集という意味のシ  

ソーラスは，図書館における文献の検索などで使わ  

れている11）．その場合には，コンピュータによる  

処理を前提とすることが多いが，本研究では，人間  

が参照することを前擾とする．   

Rogetのシソーラスでは，英語の語褒を，Ab－  

StraCt relations，Space，Matterなどの6カテゴ  

リに分類する．これに対して，本研究におけるシ  

ソーラスでは，企業情報システムの構築に必要な菜  

務知識を記述するための語彙を，発注，見積，在庫  

などの業務に対応するカテゴリに分類する．また，  

Rogetのシソーラスは，文章を書く際に，1）最適な  

簿を壌ぷ，2）同じ語の反復を避ける，3）忘れた静  

を思い出す，などの目的で参照されるが，本研究に  

おけるシソーラスは，企業情報システムの構築に関  

わる人々が，当該業務と当該システムについて，共  

通の理解に到達するまでの過程で参照される．すな  

わち，1）システムの軽供者が業務を理解し，2）シ  

ステムの利用者がシステムを理解した上で，3）兼  

務とシステムに対する，提供者と利用者の理解の食  

い違いを認識し，4）それを解消することによって，  

簿の両面である概念と表現の結合規則を，埠供者と  

利用者の間で一致させるためのシソーラスである．   

業務知識に関する辞書としては，これまでにも，  

流通用語辞典，金融用語辞典，会計用語辞典などが  

あった．これらは，企業情報システム構築のための  

コミュニケーションを行う上で有効であるが，次の  

点で問題がある．まず，概念間の関係が明示されて  

いないので，業務の全体的な構造を理解することが  

難しい．また，モジュール，ファイル，帳票，デー  

タ項目などの，システムの構成要素に対応する業務  

上の概念が，十分に収録されていないので，業務と  

システムの間の対応関係を理解することが難しい．  

これらの点を補うために，本研究におけるシソーラ  

スでは，業務上の基本的な概念を網羅的に収録し，  

システムの構成要素と素直に対応する形で，それら  

の間の関係を定義する．  

3．問題領域基本語彙の体系   

問題領域基本語彙とは，企業情報システムの構築  

に必要な業務知識を記述するための，基本的な語の  

集まりである．分類表と索引は，語のカテゴリに基  

づいて，本語彙を体系化するシソーラスである．   

以下に，本語彙における語のカテゴリを示す．  

module－あるまとまった業務を行うために必要な，  

ファイル，帳票，操作の集まりである．  

Ⅲe一業務上の記録のためのファイルである．ファ  

イルは，データ項目の集まりである．  

report一業務上の報告のための帳票である．帳票  

は，データ項目の集まりである．  
Operation－あるまとまった業務において，ひとつ  

以上のデータ項目に適用される換作である．  

item一業務で取り扱われるデータ項目である．  

Ⅴ扇ue－データ項目に設定される催である．  
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これらのカテゴリの間には，上位／下位の関係が  

ある．すなわち，カテゴリAが，カテゴリ月の上  

位にあることを，A＞βと記すならば，mOdule＞  

Rle，mOdule＞report，mOdule＞OPera七ion，丘1e  

＞item，rePOrt＞item，i七em＞valueである．   

分類表とは，本語襲に属する見出し語について，  

下位語を列挙したものである．下位語とは，あるカ  

テゴリの語に対して，その下位のカテゴリの語で，  

当該語に関連するものである．すなわち，mOdule  

については，それに対応する業務が必要とする£1e，  

repor七，Operationである．＆leとreportについて  

は，それに含まれるi七emである．itemについては，  

それに設定されるvdueである．   

索引とは，本語彙に属する見出し語αについて，  

以下の関係にある語♭iを列挙したものである．  

上位語－あるカテゴリの語に対して，その上位の  

カテゴリの語で，当該語に関連するものであ  

る．すなわち，aがfile，repOrt，Operationな  

らば，わiは，それを必要とする業務のmodlユ1e  

である．αがitemならば，むiは，それを含む  

丘1e，または，repOrtである．aがvalueなら  

ば，biは，それを設定するitemである．  

合成語－れの文字列は，αの文字列と他の文字列  

を，合成したものである．  

分解語－あiの文字列は，αの文字列を，複数の文  

字列に分解したもののひとつである．   

分類表では，見出し語の下位語を見つけることが  

できる．これに対して，索引では，見出し語の上位  

語を見つけることができる．たとえば，分類表の見  

出し語「引合」から，「引合」業務は，丘1eとして，  

「引合ファイル」，repOrtとして，「引合伝票」，「引  

合一覧」，「引合実績表」，「引合分析表」，「在庫計画  

表」，Operationとして，「登録」，「変更」，「照会」  

を必要としていることが分かる．逆に，索引の見出  

し語「在庫計画表」から，repOrtの「在庫計画表」  

は，「引合」業務で必要とされていることが分かる．   

索引の合成語と分解語から，見出し語の文字列を  

包含する語，および，見出し語の文字列を構成する  

語を見つけることができる．たとえば，索引の見出  

し語「見積書」から，「見積書」という文字列を包  

含する語として，itemの「旧見積書番号」と「見  

積書番号」があること，および，「見積書」という  

文字列を構成する語として，mOduleの「見積」が  

あることが分かる．  

4．流通分野における事例   

流通分野における問題領域基本語彙の分類表と  

索引の事例を示す．これらは，（棟）ピーエスエスが  

開発したERPパッケージであるBSS－PACKを分  

析した結果に基づいて，作成したものである．現在  

の版では，約500語を収録する．  

4．1分類表   

以下に，mOduleとfi1eの全部，および，repOrt  

とitemの一部の分類表を示す．見出し語の前に，  

カテゴリを記す．moduleについては，file，repOrt，  

OPerationの別に，下位語を記す．  

module購入依頼：  
（丘k）購入依頼ファイル  

（report）購入依頼事，購入依頼一覧  
（opeTation）登蝕，変更，照会，取消  

module発注：  

（丘1e）発注ファイル  

（repor七）発注書，発注残一覧，納期遅延一覧  

（operation）登録，変更，照会，取消  

module検収：  

（丘k）買掛マスタファイル，在庫マスタファイル  

（report）受入検収一覧，未検収先一覧  

（operation）登録，変更，照会，確定  

module買掛：  

（丘1e）買掛マスタファイル  

（report）購買補助元帳，支払依頼書，支払依頼一覧，支払消込   
履歴一覧  

（opera七ion）照会，消込，月次処理  

module引合：  

（丘1e）引合ファイル  

（repo呵引合伝票，引合一発，引合実績表，引合分析表，在庫   
計画表  

（operation）登録，変更，照会  

modⅦ1e見積：  

（創e）見積ファイル  

（report）見積審，見積一覧  

（operation）登錬，変更，照会，取消  

module受注：  

（丘1e）受注ファイル  

（repor七）受注報告書，受注台帳，受注一覧，受注番号岬覧，受   
注履歴一覧  

（operation）登録，変更，照会，取消，確認  

module受注残：  

（餌e）受注残ファイル  

（repo鵬）受注残一覧，納期一乳納期連絡票  
（operation）変更，照会，納期登録，納期照会  

mod山e出荷：  

（鮎e）出荷ファイル，受注残ファイル，在庫マスタファイル  

（report）出荷指図事，出荷晶揃一覧，出荷履歴乳納品乳納   
品書番号一覧  

（operation）照会，出荷処理，確瓢  

module売上：  

（創e）売掛マスタファイル，出荷ファイル  

（repor七）売上伝票，売上報告者，売上一葉，売上管理表，売上   

未計上一覧，売上日計表，個別請求書，一括請求乳残高請求   
書，請求報告書  

（Operation）照会，計上，日締  

module売掛：  

（丘1e）売掛マスタファイル，顧客マスタファイル  

（repor七）売掛補助元帳，売掛台晩売掛調整伝票，売掛消込履   
歴一発  

（operation）照会，確定，訴整，残高月締，消込  

module在庫：  

－38－   



（ale）在庫マスタファイル  

（repo叫在庫一覧，受払状況一覧，登録品目一覧，発注点割れ   
品目一覧，先出一覧  
（op鮮ation）登録，変更，照会，削除，在庫調整登録，不良品登   
録，不良品変更，分散在庫照会，引当，事前引当，先払月次処   
理，期末処理  

module棚卸：  

（鮎e）棚卸ファイル，在庫マスタファイル  

（report）棚卸結果一覧  

（opera七ion）登録，変更，照会，棚卸前処理  
moduleロケーション棚卸：  

（別e）ロケーション棚卸ファイル，在庫マスタファイル  

（report）ロケーション棚卸結果一覧  

（Operation）登軌変更，照会，ロケーション棚卸前処理  

modlユIe社内発送：  

（点k）社内発送ファイル，在庫マスタファイル  

（Operaもion）登軌変更，照会，取消  

module仕入先返品：  

（餌e）在庫マスタファイル，賀掛マスタファイル  

（operation）登録  

module顧客返品：  

（餌e）在庫マスタファイル  

（operation）登録，先出返品登録  

module価格：  

（丘1e）価格マスタファイル  

（report）価格一覧  

（Opera七ion）登録，変更，照会，削除  

mod111e郎門：  

（丘k）部門マスタファイル  

（repor七）部門一覧  

（opera七ion）登録，変更，照会，削除  

mod111e担当者：  

（丘1e）担当者マスタファイル  

（report）担当者一贅  

（Operation）登録，変更，照会，削除  

module仕入先：  

（丘Ie）仕入先マスタファイル  

（report）仕入先台帳，仕入先一覧  
（operation）登録，変更，照会，削除  

module支払先：  

（鮎e）支払先マスタファイル  

（reporり支払先台呪文払先一覧  

（operation）登録，変更，照会，削除  

mod山e顧客：  

（別e）顧客マスタファイル  

（report）顧客台帳，顧客管理表  

（operation）登録，変更，照会，削除，与信設定，与信確認  

module販売契約：  

（丘k）販売契約マスタファイル  

（report）販売契約台帳  

（operation）登録，変更，照会，削除  
Ⅲeロケーション棚卸ファイル：   

メーカ，ロケーション，月次平均単価，差異数，差異数金額，棚   
卸数，棚卸日，帳簿数，品目，品目分類  

鮎e引合ファイル：   

引合区分，引合重要度，引合登録日，引合日，引合番号，価格   
表，金額，見稗暮春号，見積日，見領予定日，顧客，最終訪問   
日，仕様，受注可能性，受注日，受注番号，受注予定日，数量，   

正価，単価，担当者，納入予定日，売価，品目，部門  

揖e価格マスタファイル：   

価格表ID，仕様，製品区分，単位，単価，品目，品目分類  
別e見横ファイル：   

引合番号，営某担当者，旧見積吾番号，金額，見積金額，見積書   
番号，見横説明，見積登録日，見積日，仕様，支払条件，受注予   
定日，数量，正価，請求先，請求先FAX番号，請求先TEL   
番号，請求先住所，請求先担当者，請求先部門，単価，値引金   
乳納期，納入場所，納入方法，品目，保証期間，有効見積期限  

且Ie顧客マスタファイル：   

価格表，回収条件，顧乳顧客FAX番号，顧客TEL番号，顧   
客コード、顧客区軌顧客住諷顧客担当者，顧客登録日，顧   

客部門，顧客分類，支払条件，請東方法，締日，与信限度額，与   

信限度額設定期限  
剋e購入依頼ファイル：   

メーカ，金額，庫出可能数，産出完丁数，鹿出決定軌庫出作   
業中数，庫出残数，庫出持ち歌，庫出伝票番号，購入依頼織別，   
購入依頼受付担当者，購入依頼受付日，購入依頼軌購入依頼   
担当者，購入依頼日，購入依頼吾番号，購入依頼部門，購入希   
望日，在庫数，仕入先，仕様，単位，単価，納入場所，発注審番   
号，品目  

丘1e在庫マスタファイル：   

JANコード，メーカ，リードタイム，ロケーション，荷姿単   

位，荷姿当り数，海外通貨，金額，月次平均単価，月別庫出金   

額，月別庫出数，月別庫入金額，月別庫入数，月別仕入金額，月   

別仕入数，月別出荷金額，月別出荷数，月別値引金額，月別調   

整金観月別調整数，月別返品金額，月別返品数，月末在庫金   

額，月末在庫数，検査区分，固定価（滞外通貨），庫出依頼日，   
庫出可能数，庫出完了承認担当者，庫出完了承認日，庫出完了   

承認部門，庫出完丁数，庫出希望日，庫出決定数，産出作業中   
数，庫出戎数，庫出数，庫出待ち乳庫出組当者，庫出伝票番   
号，産出部門，庫出返却依頼部門，庫出返却承認担当者，庫出   

返却数，庫出返却単価，庫拙速却日，庫出返却理由，庶出予定   
単価，購入依頼識別，購入依頼審番号，購入日，在庫金額（固   

定価），在庫金額（変動価），在庫数，在庫数（不良品），仕   
入先，仕様，社外仕様，社外品目，出荷可能数，出産日，数乳   

前年度月次平均単価，前年度月別産出数，前年度月別魔人数，   

前年度月末在庫金額，前年度月末在庫数，前年度末在庫金額，   

前年度末在庫数棚卸在庫数，棚軋単凧当年度月次平均単   
価，当年度月別庶出数，当年度月別庫入数，当年度月末在庫金   

額，当年度月末在庫数，年度，発注区分，発注済数，発注点数，   

標準発注数，品目，品目区分，品目分類，変動価（海外通貨），   
返却伝票番号  

丘1e仕入先マスタファイル：   

購入条件，仕入先，仕入先FAX番号，仕入先TEL番号，仕   
入先コード，仕入先住所，仕入先担当者，仕入先部門，仕入先   

分類，支払先  
鮎e支払先マスタファイル：   

支払管理対象，支払条件，支払先，支払先FAX番号，支払先   

TEL番号，支払先コード，支払先住所，支払先担当者，支払   

先部門，消費税種別，消費税率，振込元銀行名，振込指定区分，   
振込手数料負担区分，振込先銀行名／支店名，振込先口座番   
号，振込先受取人名，振込先預金種別  

丘Ie社内発送ファイル：   

宛先担当者，宛先部門，数量，納品香春号，発送担当者，発送   

日，発送部門，品目  
丘1e受注ファイル：   

引合番号，営業区分，金額，決済条件，見積書番号，仕様，支払   

区分，受注確認日，受注区分，受注日，受注番号，出荷方軌数   

量，正価，請求先，請求先FAX番号，請求先TEL番号，請   

求先住所，請求先担当者，請求先部門，請求日，請求方法，単   

位，単価，担当者，担当者比率，値引金額，値引率，入金日，納   
札納入先，納入先FAX番号，納入先TEL番号，納入先住   

所，納入先担当者，納入先部門，売上区分，発注書番号，品目，   
分割納入の可否，与信限度オ｝バー額  

鮎e受注残ファイル：   

引当数，営業区分，価格表，確定納軌希望納期，顧客，顧客F   

AX番号，顧客TEL番号，顧客住所，顧客担当者，顧客部門，   
在庫管理部門，仕様，支払区分，支払方法，受注残数，受注日，   

受注番号，出荷確認状況，出荷方乳数軋正価，製品区分，請   
求区分，請求日，請求方法，単位，単価，担当者，担当者比率，   
入金日，納期，納入先，納入先FAX番号，納入先TEL番号，   
納入先住所，納入先担当者，納入先部門，売吼売上区分，発   

注署番号，品目，品目分類，部門，分割納入の可否，予定納期  
餌e出荷ファイル：   

シリアル番号，営業区分，金額，決済条件，在庫管理部門，仕   

様，支払区分，受注番号，出荷日，出荷方法，赦免，製品区分，   
請求区分，請求先，請求先FAX番乳請求先TEL番号，請   
求先住所，請求先担当者，請求先部門，請求日，請求方法，単   
位，単価，担当者，入金指定日，納入先，納入先FAX番号，納   
入先TEL番号，納入先住所，納入先担当者，納入先部門，納   
品春番号，売上区分，発注者番号，品目，品目分類  

別e棚卸ファイル：  

岬39－   



今回売上金額，支払条件，消費税金額，請求書番号，請求先，請   

求先FAX番号，請求先TEL番号，請求先住所，請求先担当   

者，請求日，前回請求金額，担当者，入金金額  

report支払依頼事：   

金額，月度，検収日，現金金額，支払依頼書番号，支払依群日，   

支払金額，支払済金額，支払先，支払日，消費税金額，振込金   

額，数量，税込金額，税政金額，単価，納品春番号，発注春番   

号，品目  

report受注残一発：   

営業区分，顧客，受注金額，受注残数，受注番号，担当者，納   

期，売上区分，発注者番号，品目，部門，分割納入の可否  

report受注報告審：   

営業区分，価格表，金額，見積書番号，顧客，顧客FAX番号，   
顧客TEL番号，顧客住所，顧客担当者，顧客部門，支払方法，   

受注数，受注日，受注番号，出荷方法，正価，請求方法，単価，   

担当者，担当者比率，値引金額，納札納入先，納入先FAX   

番号，納入先TEL番号，納入先住所，納入先担当者，納入先   

部門，売上区分，発注啓番号，品目，分割納入の可否  

report受入検収一覧：   

金額，検収日，購入依頼識別，購入依頼番番号，仕入先，受入金   

額，受入区分，受入数，受入単価，受入日，消費税金額，数乳   

単価，担当者，納品審番号，発注者番号，品目，品目分類，部門  

repor七受払状況一発：   

メーカ，金額，差引数，仕様，受入数，受払区分，受払日，単価，   

担当者，品目，部門，払出数  

repor七出荷指図春：   

顧客，受注番号，出荷指図書発行日，出荷指図吾番号，出荷日，   

出荷方法，数量，納入先，納入先FAX番号，納入先TEL番   
号，納入先住所，納入先担当者，納入先部門，品目，品目分類  

repor七出荷品揃一発：   

確定納期，受注番号，出荷数，出荷方法，請求先，請求先部門，   

担当者，納入先，納入先部門，品目  

reporも出荷履歴簿：   

シリアル番号，営業区分，顧客，受注日，受注番号，出荷金額，   

出荷数，出荷日，請求先，担当者，担当者比率，納入先，納品啓   

番号，売上区分，品目，部門  

report先出一覧：   

顧客，先出数，品目  

repoれ棚卸結果一覧；   

月次平均単価，差異数，差異数金額，棚卸数，棚卸数金額，帳   

簿数，帳簿敷金額，品目  
repoれ登録品目一覧：   

JANコード，メーカ，荷姿単位，荷姿当り数，検査区分，固   

定価（円），同定価（海外通貨），仕様，棚番，発注区分，発注   
点数，標準発注数，品目，品目区分，品目分類，変動価（円），   

変動価（海外通貨）  

report納期一覧：   

確定納期，希望納期，業務指図書番号，個別品引当番号，顧客，   

受注残数，受注番号，品目，部門，予定納期  

report納期遅延一覧：   

仕入先，担当者，納期，発注書番号，発注数，発注日，品目，部   
門，未納数  

reporた納期連絡稟：   

数量，納期，納入先，納入先FAX番号，納入先TEL番号，納   

入先住所，納入先担当者，納入先部門，発注書番号，品目  

report納品春：   

顧客，受注番号，出荷日，数量，納入丸納入先FAX番号，納   

入先TEL番号，納入先住所，納入先担当者，納入先部門，納   

品啓発行日，納品書番号，一品目  
repor七売掛調整伝票：   

金額，計上日，受注番号，出荷日，消費税金額，数乳請求先，   
請求先FAX番号，請求先TEL番号，請求先住所，請求先担   

当者，請求先部門，請求日，単価，担当者，入金指定日，納入   

先，納入先FAX番号，納入先TEL番号，納入先住所，納入   

先担当者，納入先部門，売掛調整伝票発行日，売上伝票番号，   

発注者番号，品目  

repor亡売掛補助元帳：   

金額，計上日，受注番号，出荷日，消込金乳消費税金額，数量，   

請求先，単価，納品事番号，売上区分，発注香春号，品目，部門  

repoTt売上管理表：  

メーカ，月次平均単価，差異数，差異敷金額，棚卸数，棚卸日，   
棚番，帳簿数，品目，品目分類  

丘1e担当者マスタファイル：   

抱当者，担当者コード，部門  
長1e買掛マスタファイル：   

メーカ，リードタイム，繰越金額，計上日，検収確定日，検収   

通知書番号，購入依楓軌軋仕入先仕様，支払先，次月繰越   
金額，受入金額，受入区分，受入数，受入単価，受入日，受入番   
号，受入部門，消込日，消費税金額，前月繰越金額，担当者，値   
引金額，値増金額，当月仕入件数，当月仕入消費税金額、当月   
支払金額，当月支払済金執納軌納品蕃番号，発注金額，発   
注書番号，発注数，発注単価，品目，返品金額，返品数，返品単   
価，返品日，返品理由  

£1e売掛マスタファイル：   

営業者当者，金額，計上日，顧軋顧客FAX番号，顧客TE   
L番号，顧客住所，顧客担当者，顧客部門，今回請求金旗，仕   
様，支払条件，受注番号，出荷日，消込日，消費税金額，数畳，   
製品区分，請求区分，請求日，前回緒求金額，単位，単価，締   
日，入金金額，入金区分，入金日，入金予定日，納品啓番号，売   
掛金額，売上金乱売上区分，発注者番号，品目，品目分類，部   
門，部門比率，返品金額  

丘1e発注ファイル：   

メーカ，リードタイム，金額，見積啓番号，購入依頼識別，購   
入依掃担当者，購入依頼書番号，購入依頼部門，仕入先，仕入   
先FAX番号，仕入先TEL番号，仕入先住所，仕入先担当者，   
仕入先部門，仕様，数量，単位，単価，担当者，納期，納入場所，   
納入方法，発注残数，発注春番号，発注日，発注部軋品目  

以e販売契約マスタファイル：   

価格表，契約開始日，契約終了日，契約締結日，契約番号，顧   
客，顧客割引率，製品区分，品目，品目分類  

且k部門マスタファイル：   

在庫管理部門，部門，部門コード，部門在庫の有無  

repor七引合実績表：   

引合登録日，引合番号，顧客，受注番号，数乳品目，部門  
repor七引合伝票：   

引合重要凰引合伝票発行日，引合番号，価格表，金額，見積   

予定日，顧客，仕様，受注可能性，受注予定日，数量，正価，単   

価，担当者，納入予定日，品目，部門  

report引合分析表：   

月別金額，月別数量，在庫数，受注残教，発注済数，品目  
report見積書：   

金額，見積金額，見積書番号，見積有効期限，顧客，顧客FAX   

番号，顧客TEL番号，顧客住所，顧客担当者，顧客部門，支   
払条件，数量，単価，担当者，納入場所，納入予定日，品目，保   
証期間  

report個別請求音：   

金額，受注番号，出荷日，消費税金額，数量，請球審番号，請凍   

先，請求先FAX番号，請求先TEL番号，請求先住所，請求   
先担当者，請求先部門，請求日，単価，担当者，品目  

report顧客管理表：   

顧客，顧客FAX番号，顧客TEL番号，顧客住所，顧客担当   
者，担当者，部門  

report購入依頼書：   

金額，購入依頼識別，購入依頼数，購入依税日，舵入依頼書番   
号，仕入先，仕様，単価，担当者，納期，納入場所，品目，部門，   
分割購入の可否  

repoれ購買補助元帳：   

検収確定日，支払金額，支払先，受入区分，受入日，受入部門，   
消込日，消費税金額，数量，税込金額，税抜金額，単価，発注事   
番号，品目，品目区分，部門  

report在庫一覧：   

月度，在庫管理部門，在庫金額，在庫執在庫数（良品），在   
庫調整数，仕様，社内出数，社内入数，受入数，出荷数，前月   
在庫数，前月平均単吼前月末在庫金額，棚番，当月庫出金額，   
当月庫入金執当月平均単価，当月末在庫金額，品目，品目分   

類，変動価（円）  
report在庫計画表：   

月別Aランク引合数，月別Bランク引合数，月別その他引合   

数，月別受注残数，差数，在庫数，貸出品数，発注残数，品目，   
予定在庫数  

report残高請求者：  
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期間累計原価金額，期間累計粗利益，期間累計売上金額，期間   
累計利益率，原価基準，担当者，当月発生原価金額，当月発生   

粗利益，当月発生売上金額，当月発生利益率  
report売上日計表：   

金額，計上日，受注日，受注番号，受注番号穂別，出荷数，出荷   

日，請求先，単価，担当者，担当者比率，納品書番号，発注書番   
号，品目，部門  

report売上報告書：   

金額，原価，受注日，受注番号，出荷数，出荷日，粗利益，単価，   
納品審番号，売上日，品目，部門，利益率  

report売上未計上一葉：   

金額，顧客，受注番号，出荷数，出荷日，担当者，納品春番号，   
品目，部門  

repor亡発注残一覧：   

購入依頼部門，仕入先，納期，発注事番号，発注数，発注日，発   
注部門，品目，品目分類，未納数  

report発注書：   

金額，仕入先FAX番号，仕入先TEL番号，仕入先住所，仕   
入先担当者，仕入先部門，仕様，単価，担当者，納期，納入場   
所，納入方法，発注書番号，発注数，発注日，品目  

report発注点割れ品目一覧：   

在庫数，仕入先，受注残数，発注済数，発注数，発注単価，発注   
点数，標準発注数，品目  

report未検収先一覧：   

仕入先，支払先，部門，未検収件数  

i七em支払区分：   

現金，個別振込，手形，小切手，総合振込  
i七em支払方法：   

割合払，金額判断後一部指定払，金額判断後割合払，全額同一   
払，全額判断払，総合振込追加登録  

item消費税種別：   

外税，内税，非課税  

item振込指定区分：   

電信，文春  

item振込先預金種別：   

当座預金，普通預金  
item入金区分：   

現金，手形，小切手，振込  
item納入方法：   

運送業者，自社トラック，宅配便  

item発注区分：   

管理外品，在庫外品，発注点管理品  

4．2索引   

以下に，「標準発注数」と，「標準発注数」に対応  

付けられた4語（「発注」，「在庫マスタファイル」，  

「登録品目一覧」，「発注点割れ品目一覧」）と，これ  

らの4語に対応付けられた24語の索引を示す．語  

の後に，カテゴリを記す．上位語，合成語，分解語  

を，→，≪，≫で区別する．  

標準発注数（item）：   

→在庫マスタファイル（別e），→登録品目一葉（report），→   

発注点割れ品目柵覧（report），≫発注（mod山e）  

発注（module）：   

≪発注フ7イル（fi1e），≪発注残一覧（report），≪発注書（re－   
POrt），≪発注点割れ品目一覧（report），≪発注金額（item），   
≪発注区分（item），≪発注済数（item），≪発注残数（item），   
≪発注書番号（i七em），≪発注数（item），≪発注単価（item），   

≪発注点数（item），≪発注日（item），≪発注部門（i七em），≪   
標準発注数（item），≪発注点管理晶（Ⅴ血ue）  

在庫マスタファイル匝e）：   

→ロケーション棚卸（modl山e），→検収（module），→顧客   
返品（module），→在庫（module），→仕入先返品（module），   

→社内発送（module），→出荷（module），→棚卸（皿Odule），   

≫在庫（mod山e）  

登録品目一覧（reporり：   

→在庫（mod山e），≫登録（opera七ion），≫品目（i紬m）  
発注点割れ品目一覧（ー叩Ort）‥   

→在庫（modtlle），≫発注（module），≫品目（item）  
ロケーション棚卸（mod止k）：   

≪ロケーション棚卸ファイル（馳），≪ロケーション棚卸結   

果一覧（repo鵬），≪ロケーション棚卸前処理（opera七ion），≫   
棚卸（module）  

検収（module）：   

≪受入検収一覧（report），≪未検収先一覧（repor七），≪検収   
確定日（item），≪検収通知春番号（i七em），≪検収日（item），   
≪未検収件数（item）  

顧客返品（module）：   

≫顧客（mod山e），≫顧客（i七em）  
在庫（module）：   

≪在庫マスタファイル（丘ユれ≪在庫一覧（repor七），≪在庫   
計画表（report），≪在庫調整登録（operation），≪分散在庫   
照会（opera扇on），≪月末在庫金額（item），≪月末在庫数  
（item），≪在庫管理部門（item），≪在庫金額（item），≪在庫   
金析（固定価）（item），≪在庫金額（変動価）（item），≪在   
庫数（i七em），≪在庫数（不良品）（i七em），≪在庫数（良品）  

（item），≪在庫調整数（item），≪前月在庫数（i紬m），≪前月   
末在庫金額（item），≪前年度月末在庫金額（item），≪前年度   
月末在庫数（i七em），≪前年度末在庫金額（item），≪前年度   
末在庫数（item），≪棚卸在庫数（i七em），≪当月末在庫金額  
（item），≪当年度月末在庫金額（item），≪当年度月末在座敷  
（item），≪部門在庫の有無（item），≪予定在庫数（i七em），≪   
在庫外晶（Ⅴ山ue）  

仕入先返品（module）：   

≫仕入先（module），≫仕入先（加m）  
社内発送（moduユe）：   

≪社内発送ファイル（且k）  

出荷（module）：   

≪出荷ファイル（丘k），≪出荷指図番（repor七），≪出荷品揃一   
覧（代pOrt），≪出荷履歴帝（repoTt），≪出荷処理（opera如n），   
≪月別出荷金額（item），≪月別出荷数（item），≪出荷可能   
数（item），≪出荷確認状況（i七em），≪出荷金額（i七em），≪出   
荷指図春発行日（item），≪出荷指図啓番号（item），≪出荷数  
（item），≪出荷日（item），≪出荷方法（item）  

棚卸（mod山e）‥   

≪ロケーション棚卸（module），≪ロケーション棚卸ファイ   

ル（丘k），≪棚卸ファイル（鮎e），≪ロケーション棚卸結果一   

覧（report），≪棚卸結果一覧（reporり，≪ロケーション棚卸   
前処理（operation），≪棚卸前処理（opeTation），≪棚卸在庫   

数（item），≪棚卸数（item），≪棚卸数金額（item），≪棚卸   
日（item）  

発注ファイル（丘k）：   

→発注（module），≫発注（module）  
発注残一覧（∫epOrt）：   

→発注（modt＾e），≫発注（module）  
発注書（repoれ）：   

→発注（module），≪発注書番号（i七em），≫発注（module）  
登録（operation）：   

→ロケーション棚卸（module），→引合（module），→価格  

（mod111e），→検収（module），→見横（module），→顧客  
（mod山e），→顧客返品（module），→購入依頼（module），→   
在庫（module），→仕入先（module），十仕入先返品（mod－   
ule），→支払先（module），→社内発送（module），→受注  
（mod111e），→棚卸（mod山e），→担当者（module），→発注  

（mod山e），→販売契約（module），→部門（module），≪登   
録品目一覧（reporり，≪在庫調整登録（operation），≪先出   

返品登録（opera七ion），≪納期登録（operation），≪不良品登   
録（Opera七ion），≪引合登録日（item），≪見横登録日（item），   

≪顧客登録日（i七em），≪特定品登録日（item），≪納入先登   
録日（item），≪総合振込追加登録（Ⅴ如ue）  

発注金額（item）：   

→買掛マスタファイル（丘k），≫発注（moduユe）  
発注区分（item）：   

→在庫マスタファイル（蝕），→登録品目一覧（report），≫   
発注（mod山e）  

発注済数（i七e血）ニ  
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として捉えることができる．ドメインモデルとは，  

システム構築の対象となる領域（ドメイン）に固有  

な，用語，問題の捉え方，システムの構造や開発方  

法などの概念構造である4）．ドメインモデルには，  

ドメイン辞書やドメイン表現などが含まれる．ドメ  

イン辞書は，1）当該ドメインに共通の用語，2）当  

該ドメインにおける異なるシステムの間での用語の  

対応，3）当該ドメインに近接するドメインの間で  

の用語の対応，などを記述した用語集である．ドメ  

イン表現は，当該ドメインにおけるシステム構築に  

必要な知識を，組織化，構造化，形式化した言語や  

チャートである．分類表と索引は，当該ドメインに  

共通の用語を列挙するドメイン辞書であるが，それ  

らの用語は，異なるシステムや近接するドメインの  

用語と対応付けられていない．しかし，モジュール，  

ファイル，帳票，データ項目などの，システムの構  

成要素に対応するカテゴリに基づいて，用語を体系  

化している点では，ドメイン表現であるといえる．   

オブジェクト指向方法論は，ドメインモデルを記  

述する上で有効である5）．しかし，オブジェクト指  

向方法論のダイアグラムとして記述されたモデル  

は，複雑で理解しにくいことがある．そのような場  

合に，分類表と索引を参照することによって，モデ  

ルの理解が容易になることが期待できる．これは，  

本研究における語のカテゴリと，オブジェクト指向  

の概念が，次のように対応するからである．すなわ  

ち，本研究におけるmodule，Operation，itemの  

各々は，オブジェクト指向におけるクラス，操作，  

属性に対応する．ここで，あるクラスの属性とは，  

そのクラスに対応するmoduleが必要とするfi1eに  

含まれるitemである．したがって，語の間の相互  

参照を可能にする分類表と索引によって，たとえば，  

ある属性が定義されている複数のクラスなどを，効  

率的に検索することができる．   

ドメイン表現としての分類表は，特定の問題領域  

におけるソフトウェア部品の管理体系にもなる．前  

章で提示した流通分野における分類表を作成する際  

に参考にしたERPパッケージは，業務の単位に対  

応する数多くの部品から構成されている10）．分類表  

では，これらの部品，すなわち，業務の単位に対応  

する形で，特定のmoduleが必要とするoperation  

を定義している．したがって，たとえば，mOdule  

「発注」の下位語のoperationとして，「登録」，「変  

更」，「照会」，「取消」があるが，これらに対応す  

→在庫マスタファイル（鎚e），→引合分析表（report），→発   
注点割れ品目一覧（repor七），≫発注（module）  

発注残数（item）：   

→発注ファイル（且k），→在庫計画表（repo叫，≫発注（mod－   
ule）  

発注書番号（item）：   

→購入依頼ファイル（鮎e），→受注ファイル囲e），→受注   
残ファイル（丘k），→出荷ファイル問e），→買掛マスタファ   

イル（丘k），→売掛マスタファイル（鮎e），→発注ファイル  

（別e），→一括育青求書（report），→購入依頼一葉（report），→   
購買補助元帳（report），→支払依頼書（report），→支払依頼   
書一覧（repor七），→支払消込履歴一覧（repor七），→受注残一   

覧（reporり，→受注台帳（reporり，→受注報告事（report），   
→受入検収一覧（report），→納期遅延一覧（report），→納期   
連絡票（repor七），→売掛調整伝票（柁pO叫，→売掛補助元帳  

（report），→売上一覧（report），→売上日計表（TepOrt），→   
発注残一覧（report），→発注書（report），≫発注（module）  

発注数（item）；   

→買掛マスタファイル（丘k），→納期遅延一髪（report），→   

発注残一葉（repor七），→発注書（report），→発注点割れ品目   
一覧（report），≪標準発注数（item），≫発注（module）  

発注単価（item）：   

→買掛マスタファイル（鮎e），→発注点割れ品目一覧（report），   
≫発注（module），≫単価（item）  

発注点数（item）：   

→在庫マスタファイル（飢e），→登録品目一覧（report），→   
発注点割れ品目一覧（report），≫発注（module）  

発注日（i七em）：   

→発注ファイル（且k），→納期遅延一覧（report），→発注残   

一覧（report），→発注書（report），≫発注（module）  
発注部門（item）：   

→発注ファイル（me），→発注残一覧（report），≫発注（mod一   
山e），≫部門（mod山e），≫部門（item）  

品目（item）：   

→ロケーション棚卸ファイル（丘k），→引合ファイル（餌e），   
→価格マスタファイル匝1e），→見積ファイル（丘1e），→購入   

依頼ファイル（軋e），→在庫マスタファイル（創e），→社内発   
送ファイル（別e），→受注ファイル（丘k），→受注残ファイル   

匝1e），→出荷ファイル（丘k），→棚卸ファイル（丘k），→買掛マ   
スタファイル（丘1e），→売掛マスタファイル（丘Ie），→発注ファ   
イル（別e），→販売契約マスタファイル匝1e），→ロケーショ   

ン棚卸結果一覧（repor七），→一括請求事（代pO呵，→引合一   

発（repor七），→引合実繚表（代pOrt），→引合伝票（repor七），   
→引合分析表（report），→価格一覧（report），→見積仙覧  

（report），→見積書（report），→個別請求書（report），→顧   
客台帳（report），→購入依頼一葉（report），→購入依頼書  

（report），→贈買補助元帳（report），→在庫～覧（report），   

→在庫計画表（report），→支払依頼書（repo頭），→支払依頼   
書一覧（report），→支払消込履歴一覧（fepOrt），→受注一覧  

（report），→受注残一発（repor七），→受注台帳（reporり，→受   
注報告書（托pOrt），→受注履歴一覧（report），→受入検収一葉  
（report），→受払状況～葉（report），→出荷指図事（report），   

→出荷晶輔一葉（report），→出荷履歴簿（report），→先出   
一葉（repo叫，→棚卸結果一発（reporり，→登録品目一覧  
（report），→納期一覧（repor七），→納期遅延一覧（report），   
→納期連絡票（report），→納品書（reporり，→売掛消込履   

歴一発（reporり，→売掛調整伝票（reporり，→売掛補助元帳  
（report），→売上一覧（report），→売上伝票（report），→売   
上日計表（report），→売上報告事（reporb），→売上未計上一   
覧（report），→発注残一発（report），→発注書（report），→   
発注点割れ品目一覧（report），→販売契約台帳（report），≪   

登録品目一覧（TepOrt），≪発注点割れ品目一葉（report），≪   
社外品目（item），≪品目区分（item），≪品目分類（item）  

発注点管理晶（Ⅵ山e）：   

→発注区分（ite皿），≫発注（mod山e）  

5．考察   

問題領域基本語彙を体系化する分類表と索引は，  

ソフトウェアの再利用を促進するドメインモデル  
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る部品として，「発注登録」，「発注変更」，「発注照  

会」，「発注取消」がある．本研究では，すべての部  

品が分類表の体系にしたがって実装されていること  

を，前提とする訳ではない．しかし，たとえば，あ  

るmoduleの下位語のopera七ionから，それに対応  

する部品が検索できる，などのように，部品が分類  

表の体系にしたがって管理されているならば，部品  

の再利用が促進されると考えられる．   

企業情報システムの開発者のために業務知識を  

体系化した事例において，後藤は，販売管理，生産  

管理，財務会計など，30の業務について，その目  

的や特徴を示し，さらに細かく各業務を分割してい  

る2）．また，各業務を支援するシステムの構成要素  

として，使用ファイル，入力画風 照会画面，出力  

伝票に着目し，その各々について，具体例を列挙し  

ている．このように，業務知識を網羅的に収録し，  

しかも，シソーラスとは異なり，概念間の関係だけ  

でなく，概念の意味も記述しているので，業務知識  

に関する辞書やハンドブックとして利用できる．た  

だし，索引のない点が不便である．   

企業情報システムのデータモデルについては，い  

くつかの標準的な設計方法が提案され，また，実践  

されているが，Silvers七onは，設計方法ではなく，  

標準的なデータモデルのライブラリを提供してい  

る9）．このようなデータモデルのライブラリは，業  

務知識を体系化したものであるといえる．しかし，  

設計の支援を主要な目的とすることから，論理的な  

整合性や保守の容易性など，技術的な面を重視して  

いる．これに対して，システムの利用者を含む人々  

の間のコミュニケーションの支援を目的とする分類  

表と索引は，要求分析の際，あるいは，業務ソフト  

ウェアを構成する部品の選択の際に参照されるの  

で，業務とシステムの間の素直な対応関係と，概念  

間の相互参照性を重視する．   

電子商取引のためのEDI（ElectronicDa七aInter＿  

Change）の標準であるebXMLl）やRoseセセaNet7）な  

どにおいても，標準的なデータモデルが提供されて  

いる．これらは，企業間のデータの流れに焦点を当  

てているので，企業内のデータの流れに焦点を当  

てる本研究とは，モデリングの視点が異なる．しか  

し，結果としてのモデルには，重複する部分も多い．  

したがって，問題領域基本語彙を定義する上では，  

EDIにおける標準化の動向にも留意する必要があ  

る．たとえば，EDIの標準的なデータモデルから，   

問題領域基本語棄を抽出し，体系化するアプローチ   

も考えられる．  

軋おわりに   

本論文では，不特定多数の企業で利用されること   

を前提とする業務ソフトウェアや，それを構成する  

部品を利用して，企業情報システムを構築する際に  

参照する，一般的な知識のコンテンツを提示した．  

本コンテンツは，流通分野を対象に，業務上の基本  

的な概念を網羅的に収録し，これらの概念を，分類  

表と索引を用いて，システムの構成要素と素直に対  

応する形で体系化したものである．   

今後の課題としては，分類表と索引における語  

の配列方法，たとえば，五十音順にするか，カテゴ  

リ別にするか，などの検討が必要である．さらに，  

EDIの標準などを参考にしながら，現在の語彙に  

収録されている語が，流通分野における基本的な概  

念として適切かどうか，についても検討したい．  
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